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K・R・ポレンスケ；陳錫康編

『中国の経済計両と

投入・産出分析』

Karen R. Polenske; Chen Xikang髯 Chinese

凡anomicPlarming and ln/ml・Output Anuly-

｀ヽ／s,香港，（）xfordUniversity I牙t'SS,1991り，

xxiv+337ペーシ

られ，第 1部は国民経済レペルの投入・産出分析，第

2部が地域投人・産出分析，第 3部が企業の投人・産

出分析となっている。各章0)タイトルを小すと以下の

とおりてある。

第 1章 西側のパースベクティプから見た中国の

投人・産出研究

全国（レベル） 0）投人・産出計算第 1部

出 畑 理

ー

本書は．タイトルに見られるように．中国の投人・

I;［出表およひその分析をベースとした経済叶11bjf)成 U)

＂h問題を紹介・衿察したものてある、，

ます本書成立のいきさつについて触れておくと，編

著者の 1人のポレンスケは MIT教授てあり．投人・

I)r:l}分析0)専門家であり．もう 1人の編特者0)陳錫

康は中国科学院系統研究所の ()Rおよび管理科学部l"l

kてありかつ教授てもあるが．本J位）Hii内きて述へら

れているように， 1986年 (7月2811~8月2H)に札幌

で開催された第 8回投人・産出分析国際会議で発表さ

れたポレンスケU)論文 ("ChineseInput-Output Re-

search in Western Perspective”、本M第 1,JU>/J印り）

を骨fとして本書がてきあがったということである。

評者はこの札幌の国際会議に出席できなかったが，北

洵迅大学から送っていただいたプログラムによれは．

帥錫康も l19l会ふにヘーパーを捉出している。よた，本

書の価格分析に関する章（第 5章）．幽業投人・産出表

に関する章（第 7章），火津市の投人・産出表について

U)席（第12章）なども1,u会議へ0)ペーパーをもとにした

もU)である。たたし．ポレンスケは札幌0)国際会ふ0)

直llりの 2カ月liil巾l!」に滞在し．そのト祭の実地調介をも

とに論文を準備するとともに．中国の研究者たちとの

間で本苔の編集． FLJ行についても合意かなされていた

ようである。

次に．本内の構成についていえは．第 1章のホレン

スケの論文を導人部として，第 2章以卜』か 3部に分け

『アジア経済』 XXXIIl-9(1992.9) 

第 2ii>' 全国（レヘル）の投人・桁出表の応用

第 3章 2000年まての中国研究のための投人・産

出表の応用

第 4章 中国マクロ経済モデルを用いた投入・産

出の応用

第 5“・. 価格改芋d)，,1画化のための投人・産出技

法の利用

第 6章 動学的投人・産出モテ）レ

弟 7~ 農業セクターのための投人・哨出表の応

Ili 

第 8章 農業のためのエネルギー投人・産出表の

此用

第 9章 機械および電子産業の投人・産出分析

第 2部地域投人・｝桁ili,,t算

り31(）t] 地域投人・ 1序出表の作成と）心用

第11章 山西省投入・産出表の編成と応用

第12章 犬津市の投人・産出表の編成と応用

第13i} 上海恥こおける投人・｝栢出モデルの応川

第14り1: 常州市における新タイプの投人・産出モ

デルの応用

第15章 北京市の水利用システムヘの投人・産出

モデルの応Ill

第 3部 企業の投人・所iliit算

第16章 中国企業における投人・産ili技法の応Ill

第17章鞍山鉄鋼公―#）への投人・産出方法の応用

第18章 2つの要素をもつ企業投人・産出表

第19,fi: 中国における投人・産出分析とlit画化

紙輻の制約のため，各咽の紹介は要約的に行なわさ

るをえないが，必要に応じて各章の内容にも若t^→立ち

入ることにしたい。
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第 1章では，ホレンスケが西側における研究動向を

念頭におきながら中国における投人・産出分析のこれ

までの歴史，現状，その1iff究の特徴についての全体的

な恥鰍を与えている、，すなわち，中L月における投人・

性出分析の起源，その後の発展，内側での推，，I, また

これまての中国ての投人・産出表の作成についての歴

史的経緯を国民経済．地域，企業のそれそれのレベル

ごとに整理しながら要領よくまとめている。これによ

って，ポレンスケの第 1章は本、I}令｛本の要約か＇）舟化兒

にもなっているし これまで中ILlては，全国レヘルの投

人・産出表が 5回(1973,79, 81, 83, 87年）， 80年代

末には22(160ページでは25の一級行政区についてとな

っている）の地域投人・産出｝.J:, 鞍IlJ鉄鋼公njをはし

めとして少なくとも 50の大企菜の投人・産出｝a• かf'tl戊

されるなと，諸外国よりも多くの投入・産出分析研究

がなされてきているということである。

第 1部の第 2咽ては編著者U)I人の陳錫康が．『l民

海機械大学）

1980年から2000年までのエ農業生産の 4f音化という

11棟を逹成するために， 1党数個の発展径路が想定され．

それらのシミュレーシご｝ン,jt算がなされたということ

てある。ここてはモデル自体は示されていないか， 3 

つの発展径路の社算結果が紹介されている。消費パタ

ーンの疫化や蓄積率（および消費率）の分析にもとつき．

原材料，エネルギー，通｛，，だけてなく，製業を含む製

造業U)構辿改善を件う発展怪路が望ましいとされてい

る。同時に，産業構造変化についても分析され，その

結果が示されている。

第 4心［ては，投人・ 1)（出表を使った 3つのマクロ紆

済モナルか紹介されてし＼る。すなわち，価格調整とそ

の影響についてのモデル，銀行システムのコントロー

1レ・モデル，国民経済のマクロ・コントロール・モデ

ルてあるじ第 1のモテルは動学的投人．，辛出モデルと

＂且：・モテルを組み合わせ，消費財市場 U)勅学的均衡を

分祈したもの，第 2, 3のモテルは近年西側ても広く

利用されている工学でいう制御理論を応用したもので

ある C]

粁済レベルの投人・産出表(5つの）についてその竹成 第 5りは価格改革U)ための価格の間，誦モデルのシミ

の経緯，内容について簡単に紹介しつつ，その比JIl例 ュレーシ 1 ンSt算を扱，）にもので，かつてIllソ連・中

として原材料投人，需要変化の波及，エネルギー投人， 欧諸国で1960年代に盛んに行なわれた分析に相背する。

また計画化への利用なとをホしている＂ いわゆる価値価格，生産価格，費用（原価）価格，二径

第3章は， lり85りに完成した大規校なモデル・シス

テム(「2000年まての中国」としヽうプロジェクト）を使っ

た2000年まで0)中国経済の成長予測について述べたも

のである。これは各研究機関の共同作業になる以ドの

7つのモデル・システム (45ヘーシ）からなり， il1|l」UI

研究者の現時、点てり総力をあけた成果と考えられるり

(1) 発展戦略と政策分析モデル（国務院技術・経済

研究センターと機械工業部自動化研究所）

12) マクロ経済モデル（復If＿大学）

(:l) 人口およひ経済の調整的発展モデル（西安交通

大学）

(4) 経済構造の定量分析モデル（清華大学）

(5) □大部門のための拡大再生産モテル（南開大学）

(6) マクロ紆済の中・長期，，1血化モデル (|l:l9ふ{,,|lIhi

委員会0)f測センター）

(7) 長期発展トレンドのモデル（上海交通大学と上
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路価格U)現行価格に対する比率のitt}．すなわち現行価

格体系を 定の理論仮況（価値価格や’l哨（価格など）

にもとづいて再叶算する試みてある。興味深いのは、

詞時に適ll:。な地代や資源評価を得るためにリニア・プ

ロクラミングによる11;j酋化寸算も行なわれていること

である）

第 6章は，中国経済の動学的投人・産出モデルその

ものである。これは通常のレオンチェフ型動学モテル

よりも複雑なものであり，各部門の投資建股（＝懐妊）

期間を衿［紆する形て投賓と稼慟開始との間のタイムラ

グをと廊する形になっている。さらに試り的にではあ

るが．投資自体か建設の進行と同時的になされていく

モデルも考察され，これらのモデルについての実際の

Jt算結果か最後にホされている。たた，モデルに見合

ったテータが得られるのかどうかがl!il超てあるか，現

時点での中国（の研究）においては複雑なモテルの構築，
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公表とそれにもとづく試行計算自体が項要な意義をも

つものであると考えられる。

第 7章から第9章までは中国に特有の投人・産出表

作成の試みである。第 7章では農業投入・産出表が示

されているが，これについてはすでにわれわれが紹介

済みである (llJ畑理—→•紀玉山「中国農業投入産出分

析」（『中国経済』 U本貿易振興会第290号 1990年 2

月〕）。ただし，農業投人・産出表の一般的概要を別に

すれば，われわれの紹介したのが，黒竜江省海倫県と

いう地方のものであるのに対し，ここでは中国経済全

体の農業についての投入・産出表が示され，それにも

とづく分析結果が示されている。第 8章は農業へのエ

ネルギー投人・産出表を扱っているが，これは農業投

人・産出表をエネルギーの投入・産出の面から補うも

のと考えられる。 ~t箕単位はエネルギーの単位である

キロカロリーである。第9章は機械および電子産業の

投人・産出分析である。 1981年中国投人・産出表(24

部門表）では機械および電子産業は直機械と軽機械の

2部門しかないが，この点を補うためにこれらの部門

数を41に細分化して機械および電子産業について詳細

な分析を加えたも(/)である。 ii]時に， Ij本．ノルウェ

-．メキシコなどとの比較研究の結果たとえば投人構

造の変化についての計算結果もボされている。

第2部は地域投人・産出表を扱っている。第10章で

は中国の地域投入・産出表の特徴が全体として考察さ

れているが．これによると250)ー級行政区と 5つの都

市についての投人・産出表はその部門分類．部門数，

計算単位などの点で多様である。ただし， 1987年の全

国投人・産出表の作成に際しては30の一級行政区（チ

ペットと海南を除く）はすぺて全国表と同じ118部門を

もつ表が作成されたということである。

第11章は山西省，第12章は天津市，第13章は上海市，

第14章は江蘇省の常州市の投人・産出表，第15章は北

京市の水利用システムの投人・産出表について示した

ものである。それぞれの詳細な紹介は省くが，要点を

記しておけば以下のとおりである。山西省のものは中

国で最初の地域投入・産出表であり． 1979年の経済を

対象として82年に完成し．これをもとに最適化モデル．

動学モデルなども，itHされた (184~191ページには内

生25部門の山西省の実際の投人・産出表がホされてい

書評

る）。夭津市のものは価値表80内生部門．現物表199内

生部門というかなり規模の大きいものであり． SNA方

式に見られる U表． V表が作成されている。上海市の

ものも価値表101内生部門．現物表197内生部門とやは

りかなり大規模であり，また実際の計画化への応用を

目指して，（1）第 7次 5カ年計画期の上海市の経済計画

化モデル．（2）エネルギーのマクロ意思決定モデル，（3)

環境モデル．などの作成に利用されたということであ

る。

ここで興味深いのは第14章のニュータイプの投入・

産出モデル (NTIOM)といわれるものである。これは

一種のアクティヴィティ・アナリシスであるが，縦列

に生産プロセス (N列）をとり，横行に生産物(N行）お

よび種々の指標(M行）をとるというものである。この

モデルの特徴は．これによって主要生産物だけではな

く，副産物．副次的投入物などの投人・産出関係も明

ボ的に扱えるという点にある。第15章は水という単ー-・

の資源についての投入・産出関係の分析であり．きわ

めて実用的なものである。

第 3部は企業における投人・産出表を扱っている。

第16:P,r.は中国の企業投入・産出表についての概観であ

る。第17章は中国で最も古い(1964年）といわれている

投入・産出表である鞍山鉄鋼公司の投人・産出表の紹

介である。各工場が 1つの部門とされて．そこでの投

入・産出関係が具体的に記人されている。第18章は，

前進化学公司の1982年投入・産出表の紹介である。こ

の章のテーマは，投入・産出分析では一般に “homo-

geneity"と“proportionality"が仮定されるが，企業

投人・産出表ではこの仮定が満たされないことがある

点を考慮するため一定の工夫を行なうということであ

る。私なりにいいかえると，投入・産出分析では固定

係数の生産関数が仮定されるが，企業というミクロの

レベルでは投入係数の安定性の確保が困難となるとい

う点を補うため，通常の投人係数部分に変形が加えら

れるということである。本書において私の最も興味深

く読んだ章でもあるので．そのアイデアの骨子のみを

ホしておきたい。当該企業は化学製品の生産企業であ

るため．結合生産物が多く，計測すると種々の投人物

（燃料，電力，水など）の量は生産量と設備稼働率によ

ってかなり影饗を被るということであり．この点を考
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慮して通常の投人・産出関係（牛産l¼I数）を次のように

変更する。

x ;J = a,.Jぶ→ X,j=F(X,, Tj) 

( i • j :....・ l , 2 ,・・・・・・， n) 

具体的には，簡単化のため， l．リ）牛杵関数を次式のよ

うに 1次関数て特定化する。

xu=c,jXj+d,」 Tj+ /., 

(i.j=l,2,.. ····•n) 

tで， Tは稼働時間， Cは限界投人係数， dぱ稼働時

間の限界投人係数， Iは生産物 lの固定投人りし

li,Jじく，副所物についても 191」様な投人・産：li関係を

想定する。投入係数のf測に関しては占典的な RAS

法をはじめとして，生産関数を用いて行なう方法があ

るか，ここては介業投人・産出人において具体的にな

されているわけてある。このような試みの最も大きな

成果は．投人物量の予測において通常の方法では10；は

以上の誤差が見られたのに対し，ここての方法では誤

;tはほとんとの部門で 1ぷ以内にわさまったとし 1うこ

とてある。

III 

紹介がかなりl文くなってしよったか，最後に本内に

対する評価をりえておきたいし

まず何よりも，本害によって西側の研究者に中国投

人・産出表および分析の全貌が明らかになったという

ことである。そして，中国のこの/.i1f1iでの研究水準か

今や国際水準に達していること．よた1987年｝辺）元成

によってデータ収集面でも一応の整備を見たというこ

とである。旧ソ連・東欧諸国との比較ていうならば．

これらの諸国てはスターリン批判の後，研究が氣速に

進み， 1960年代にはすでに国際水準を抜く成果か見ら

れにことを考えると約20年の遅れといえるのてはなか

ろうか。この点で基本的には「文革•1一年の空 (JJ が決

定的である。その中でも1972年には本菖の編者の陳錫

！，#か国家計画委員会に投人・ I牙^ili}、の作成の提案を行

なし)'承認されてし心ことにはii:Ilずぺきであろう。

陳錫康らの貢献によって1973年表が76年に完成を見た

のである。本書の第 l章と第19章にはホレンスケ(})手

際の良い紹介．整即が付けられており，これを虚むた

92 

けても中1Jt]の投人・ I発出研究についてU)-・I心の知識を

得ることかてきる。なお，鐘契夫（中国人民大学教授）

U)主編．陳錫康の品り編になる・屯投人・産出分析』（北点

中国財政経済出版社 1987年 704ページ）というハイ

レヘルd)教科料も現われていることを(,j叫しておきた

し)c」

第2に，中国における投人・産出研究の特徴を挙げ

ると，その目的か一貫して計画化への利用，応用とい

った実用目的に貫かれていることてある。その証んが

多くの地域投人・産出人の作成や中囚にユニークな

企業投人・産出表0)｛1成てある C ポレンスケも印象と

して r中国では他のあらゆる国におけるよりも・・・・ 9• 投

人・産出研究か盛んである」(18ヘージ）と述へている。

第3に，投人・産出研究には秘密 Lんかつきまとっ

てし 1ることである。これにはイテオロキー l:O)制約も

あろうが，文革期に統計組織か壊滅的打撃を受け，ご

くり］歩的な統註テータにもとづく試行研究しかなさ

れえなかったこともあるのではなかろうか。 1987年投

人・肖：出人が国連―h式にiii拠する形て竹成され，さら

に国家統叶帰をJ・且点として各地の統叶局のネットワー

ク整備と連携にもとづいて全国的な情報収集体制か整

備されるに至ったことによって，今後はごのような秘

密上j＼か解泊されることを期待したい，

なお，ホレンスケは弟19収で， これまての中国にお

ける投人・産出研究に関する問題点として．帰属計算

（家賃や地代なと）が行なわれていないこと．生産者価

格と購人行価格の問狛．経常価格と 1！出l定価格の問題，

牛産的セクターと非牛叱的セクターU)IJ<けljの問題，晶lj

次的生産物や補助金の取扱いの問題．さらには地域投

人・産出表作成の際の生産物分類の統一の問題を指

摘していないすれも投人・産出表作成にかかわる ,fi:

要なl}il坦てあるか， 1987り大の完成にfI‘ってこれら U)

かなり U)ものがすてに解ii'jされたとぢえられる。

本年に人って中国は怠速に経済改革へ向かう迫への

邁進という傾向を強めつつあるか，それにfl'って研究

面ても虻ht的研究の比屯かますますり虹よると考えられ、

本粛はこのような中1KI ての数•ht経済的研究の中心をな

す投人・産出研究についての専門書としてi'i爪な資料

を提供していると考えられる。

（人阪Ili立大学経済学部助教授）
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